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第
11
回
臨
時
総
会

１
．日　

時

　

令
和
５
年
７
月
21
日
㈮

　

午
前
11
時
よ
り

２
．場　

所

　

お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
３
階
大
ホ
ー
ル

３
．開　

会

　

長
恒
組
合
長
が
、
臨
時
総
会
を
開
催
し

た
経
緯
と
お
詫
び
を
述
べ
て
開
会
し
ま
し

た
。

４
．出
席
状
況

　

正
組
合
員
総
数
（
３
０
５
名
）

　
　

本
人
出
席　
　
　
　

22
名

　
　

委
任
状　
　
　
　
　

３
名

　
　

書
面
議
決　
　

２
１
３
名

　
　

合
計　
　
　
　

２
３
８
名

５
．議　

長

　

高　

梁　

市　

鍋
島　

公
也　
氏

　

議
長
よ
り
就
任
の
挨
拶
と
自
己
紹
介
が

あ
り
、
書
記
指
名
の
後
、
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

６
．議　

事

　

鍋
島
議
長
よ
り
、
第
１
号
議
案
「
令
和

４
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
注
記
表
及
び
剰
余
金
処
分
案
の

承
認
に
つ
い
て
」、
第
２
号
議
案
「
令
和

５
年
度
事
業
計
画
の
一
部
修
正
に
つ
い

て
」
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

前
回
６
月
26
日
に
開
か
れ
た
第
10
回
通

常
総
会
で
、
剰
余
金
処
分
案
に
計
上
し
た

出
資
配
当
金
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り
取
り

下
げ
た
第
１
号
議
案
は
、
正
し
い
出
資
配

当
額
に
修
正
さ
れ
原
案
通
り
可
決
・
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
１
号
議
案
に
関
連
し
て
総
合

財
務
計
画
を
一
部
修
正
し
た
第
２
号
議
案

に
つ
い
て
も
原
案
通
り
可
決
・
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
案
審
議
の
中
で
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
質
問
と

意
見
及
び
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。（
勝

手
な
が
ら
要
約
し
て
お
り
ま
す
。
回
答
は

一
部
補
足
説
明
を
加
え
て
お
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。）

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

・
今
回
の
件
に
つ
い
て
役
員
は
責
任
を
感

じ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
。

・
出
資
配
当
の
計
算
は
正
し
い
の
か
。
ど

の
よ
う
な
計
算
を
し
た
か
説
明
し
て
ほ

し
い
。

長
恒
組
合
長

・
職
員
の
ミ
ス
に
起
因
し
た
も
の
で
は
あ

る
が
、
執
行
部
の
検
証
が
十
分
に
機
能

し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
責
任

が
あ
り
処
分
に
値
す
る
と
考
え
て
い

る
。

・
期
末
の
出
資
金
額
か
ら
処
分
未
済
持
分

を
控
除
し
て
、
出
資
配
当
利
率
の
１
％

を
乗
じ
て
計
算
し
て
い
ま
す
。
期
中
の

増
資
分
に
つ
い
て
は
積
数
計
算
し
て
い

ま
す
の
で
１
％
で
計
算
し
た
数
字
と
差

が
生
じ
て
い
ま
す
。

倉
敷
市　

三
宅　

安
史　
氏

・
職
員
の
ミ
ス
に
起
因
す
る
旨
の
発
言
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
表
現
を
す
れ

ば
職
員
が
委
縮
し
て
し
ま
う
。
撤
回
し

た
方
が
い
い
の
で
は
。

・
責
任
に
つ
い
て
は
、
評
議
員
会
で
決
め

る
こ
と
で
す
ね
。

長
恒
組
合
長

・
発
言
に
つ
い
て
は
適
切
で
な
か
っ
た
で

す
。

・
責
任
に
つ
い
て
は
、
評
議
員
会
で
私
た

ち
の
自
浄
能
力
に
つ
い
て
の
判
断
を
い

た
だ
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

浅
口
市　

野
住　

直
人　
氏

・
今
回
の
問
題
の
根
底
は
理
事
会
の
驕
り

で
あ
り
、
最
終
的
な
責
任
は
理
事
会
に

あ
る
。
酪
農
経
営
が
厳
し
い
今
の
時
代

の
流
れ
に
即
し
た
運
営
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

・
今
日
よ
り
明
日
が
よ
く
な
る
よ
う
な
体

制
を
願
っ
て
い
る
。

長
恒
組
合
長

・
厳
し
い
指
摘
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
に
つ
い
て
は
法
令
等
に
違
反

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
組
合
に
棄
損
が
生

じ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
役
員

に
責
任
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
丹
念
に
対
処
し
て
二
度
と
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。
改
め
て
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
心
か

ら
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

７
．閉　

会
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
９
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

９
月
の
採
卵
計
画
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ
り

詳
細
な
情
報
が
必
要
な
場

合
は
、
最
寄
り
の
家
畜
保

健
衛
生
所
、
受
精
卵
移
植

師
の
方
等
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
能
力
評
価
を
牛

群
検
定
成
績
か
ら
行
う
た

め
、
検
定
参
加
農
家
の
方

を
譲
渡
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日
や

交
配
予
定
種
雄
牛
は
牛
の

体
調
・
精
液
の
確
保
状
況

等
に
よ
り
、
急
遽
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

　

次
回
の
10
月
の
採
卵
は

12
日
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

※
ご
要
望
・
ご
意
見
等
あ

り
ま
し
た
ら
、
畜
産
研

究
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

交配情報 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日
♀：ＯＡＣ　キヤロツトケイ　ヨダー　キアリス　ＥＴ

９／７

（キヤロツトＫ）
1407270799

・名牛「コスモポリタン」の系統
・体型･能力ともに兼ね備えた才色兼備型
・娘牛にも高NTP牛多数輩出

♂：Ｔスプルース　Ｇ　フロストバイト　ＥＴ
（ヤングサイア）

・乳房炎抵抗性などさまざまな健康形質の改良
に貢献！

・小柄な種雄牛で、高い脂肪量！
・生産寿命も長く、繁殖指数も〇！
♀：ＯＡＣ　シヤーロツト　ビゲロ　シヤルル　シヤーレツテイ　ＥＴ

（シヤーレツテイ）
1390973028

・中庸サイズの牛で飼いやすい。
・圧倒的に高い脂肪量・無脂固形分量！
・高い在群能力！

♂：フーイン　オーロラ　ＭＳＹ　バーグーン　ＥＴ
（ヤングサイア）

・輸入精液の中でトップクラスの乳房炎抵抗
性！

・中庸サイズで、形の良い乳器！
・高い健康指数！繁殖指数も良し！

GEBV
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

2134

1816

333

2%

1%

16%

66% -15

111269
4%

9%
75865

0
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年齢 05-09　体高 156.6㎝　体長 181.9㎝

GPI
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

3111

2876

275

1%

1%

20%

80% -40

153627
1%

6%
80305

0
20
40
60
80

100

年齢 02-04　体高 146.8㎝　体長 164.9㎝

※GEBV：EBV＋ゲノミック、GPI：ゲノミックのみの評価値です。
※GPI評価の％順位は比較のため、換算表を用いてEBVの％順位に換算しています。
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〇はじめに
　連日の猛暑が続いておりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
　まだまだ暑い日が続きますので、こまめな水分補給と休憩を取り熱中症には十分お気を付けください。
　さて、今回は乳牛の暑熱ストレス、またそれに対する対策についてお話しさせていただければと思って
おります。すでにご承知の方もいらっしゃるとは思いますが、振り返り程度で見ていただければ幸いです。
〇泌乳牛の暑熱ストレスについて
　泌乳牛は育成牛などと比較してルーメン発酵により熱が発生するため、暑さに弱く、飼料摂取量の低
下やそれに伴う乳量の低下、また繁殖機能の低下などさまざまな暑熱ストレスによる悪影響を受けやす
いです。また、暑熱ストレスは暑さだけでなく、湿度も大きな影響を与えているため、暑熱対策は総合
的に行う必要があります。
〇暑熱対策について
・飼料面
　乾物摂取量の低下を防止するためには、飼料の給与回数を増やすことや粗飼料の細断長を短くして給
与することが有効です。また、クレインや高品質チモシーなど消化性の良い粗飼料を給与することもルー
メンの発酵熱の発生を少なく抑えることができるために有効です。全酪連では、暑熱期での給与が推奨
されるビタミンＢ群「ナイアシン」が配合された混合飼料「ナイアクール」を取り扱っております。ぜ
ひ暑熱ストレス下の乳牛への給与をご検討ください。
・環境面
　牛舎内の環境は乳牛に直接的に影響します。牛舎内に熱気や湿気がこもると、牛自身が体温を下げる
反応を妨げてしまうので、牛舎内の熱気や湿度がこもらないように対策をする必要があります。環境面
での暑熱対策として、牛舎の中の空気を下げること（換気扇やミスト、ツタ植物を利用した緑のカーテン）
や牛自体を冷ますこと（毛刈りをして熱放散を助ける。シャワーやソーカーを使って牛体を濡らしてファ
ンで乾かす）などが対策として有効です。
　また、全酪連では夏場、牛に着させる「べこジャケット」を取り扱っております。こちらは、綿100%
になっており、水で濡らしたべこジャケットを牛体に着せることで、濡れたジャケットが乾くときに放
散熱で牛体を冷ますという製品です。高泌乳牛など特に暑熱ストレスを受けやすい牛へのスポット対策
として有効です。
〇乾乳牛の暑熱ストレスについて
　夏季に乾乳期を迎えた牛も暑熱ストレス下では大きな影響を受けます。乾乳牛が暑熱ストレスを受け
ると、乾物摂取量の低下に伴い体重が減少し、早産の可能性が高まると言われています。それに加えて
出生時の子牛の低体重を引き起こします。また、乾乳期の暑熱ストレスは、分娩後の生乳生産量を低下
させることが知られています。
〇子牛の暑熱ストレスについて
　哺乳期の子牛も暑熱ストレスの影響を受けるそうです。暑熱ストレスを受けた子牛は呼吸数の上昇
や、代用乳の摂取量の減少などが見られます。脱水症状が疑われる子牛には、ミネラル補給としてア
クアチャージの給与が効果的です。アクアチャージはミネラルとエネルギーを補給することができるた
め、暑熱期だけでなく、牛の輸送後、導入時といった脱水症状になりやすい時への給与も可能です。
〇最後に
　今回は、暑熱ストレスについて簡単に書かせていだきました。文字ばかりで読みづらかったとは思い
ますが、ご容赦ください。暑熱ストレスと聞くと泌乳牛ばかりが頭に浮かびますが、乳牛にとって暑熱
ストレスはステージ問わず悪影響を与えます。また、暑熱ストレスは数ヶ月先まで牛に影響を与えるた
め、対策をすることで牛の生産性も維持することができます。何かご不明な点がございましたら、お近
くの全酪連職員にお問い合わせいただければと思います。
　皆様におかれましても、夏の疲れが出やすい頃ですのでどうぞご自愛ください。

夏場の暑熱対策について
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　中四国事務所　大竹　美穂

42023.8月号 2023.8月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



☆ 光に反応して汚れを分解する特別な生地（光触媒）を使用！
抗菌抗カビ・防臭効果があり、清潔を保ちます。

☆ UVカットで、紫外線による生地の劣化を防ぎます！

☆ 着脱はバックル式で簡単！
ベルトはゴム製で伸縮性があり、長さ調節も可能です。

☆ 立体縫製で牛の体にフィット！

☆ 通気性に優れ、暑熱・寒冷対策として１年中使用可能！

※ パンティング：水分蒸発による放熱を促すために起こる浅く速い呼吸。

べこジャケットの特徴

ZENRAKUREN

着用の目安

＋ナイアクールZ

＋アスタSE
ペレット

ナイアシンで体内からも
暑熱ストレス低減！

抗酸化作用で
健康をサポート！

パンティングスコア１～２の牛を見つけたらすぐ着用！
ジャケットを水で濡らして牛に着せましょう。
送風機等で風を当てるとより効果的です。

通気性が良く保温性にも優れます。
寒さが厳しい時に、乾いたままのジャケットを牛に着せてください。

詳しい使用方法・注意事項については付属の説明書をご確認ください。

内容量 2kg袋×5袋 計量カップつき

11

Na
Sodium
22.989…

19

K
Potassium
39.098…

輸送時・導入時・暑熱時の
水分・ミネラル補給 牛用混合飼料

Aqua  Charge!

お問い合わせは
全酪連大阪支所 06-6305-4196 近畿駐在員事務所 0794-62-5441

中四国事務所 086-231-1120
三次駐在員事務所 0824-68-2133

アクアチャージの特長

水分とミネラルを効率よく
補給できるようにバランス
良い配合割合になっていま

す。

Your Partner ZENRAKUREN

給与方法

2Lの微温湯に80gを溶解し
て給与してください。

使用するタイミング

輸送時・導入時・暑熱時な
どの水分とミネラルの補給
が必要なときに使用してく

ださい。

成牛用ジャケット

ZENRAKUREN

スト ンディション で、１年中快適！

大切な愛牛を環境ストレスから守りましょう。

と呼んでね♪

。
大 阪 支 所 06-6305-4196 中 四 国 事 務 所 0868-54-3705

近 畿 事 務 所 0746-62-5441 三 次 事 務 所 0824-68-2133

牛用混合飼料  牛用飼料 
 

ペレットタイプのバイパスナイアシン 

水溶性ビタミンの一種であるナイアシンをそのまま牛に給与すると、90％以上がルーメンで 
こわされてしまいます。 
ナイアクールＺは小腸に確実に到達するよう、特殊な技術でルーメンをバイパスさせています。 

給与量と給与方法 

*1: 暑熱期に ………… 概ね外気温が２０℃以上の日に１日１頭あたり 12～20g を目安に給与してください。 

*2: 肝機能維持に …… 分娩前21日～分娩後60日くらいまで1日1頭あたり12～20gを目安に給与してください。 

成分内容 

［含有する飼料添加物の名称］ニコチン酸（ナイアシン）、炭酸水素ナトリウム、酸化マグネシウム、 
プロピオン酸カルシウム 
［原材料名］植物性油脂、炭酸カルシウム、キャロブ、脂肪酸、ステアリン酸 

包装規格 
12kg 

─────── ご注文・お問い合わせは下記まで ───────  

 
大阪支所 

大阪府大阪市淀川区西中島 5 丁目 14 番 10 号 新大阪トヨタビル 6 階 
TEL: 06-6305-4196 

製造元 日産合成工業株式会社 
東京都目黒区目黒本町二丁目 2 番 10 号 
TEL:03-3716-1211 

 

◆暑熱期に*1  ◆肝機能維持に*2  
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適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）の
開
始

　

令
和
５
年
10
月
1
日
か
ら
、
消
費
税
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

１
．イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

⑴
商
品
（
原
材
料
等
）
を
購
入
し
た
事
業

者
が
消
費
税
の
申
告
で
仕
入
税
額
控
除

を
行
う
た
め
に
は
、
適
格
請
求
書
（
イ

ン
ボ
イ
ス
）
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

⑵
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き
る
の
は
、
適

格
請
求
書
発
行
事
業
者
と
し
て
税
務
署

に
登
録
し
た
課
税
事
業
者
（
以
下
、
登

録
事
業
者
）
に
限
定
さ
れ
、
免
税
事
業

者
や
登
録
し
て
い
な
い
課
税
事
業
者
は

発
行
で
き
ま
せ
ん
。

⑶
免
税
事
業
者
や
登
録
し
て
い
な
い
課
税

事
業
者
が
出
荷
し
た
商
品
（
原
材
料

等
）
は
、
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
い

の
で
、
今
後
の
取
引
に
影
響
が
で
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

２
．農
畜
産
物
を
販
売
す
る
場
合

⑴
Ｊ
Ａ
に
販
売
を
委
託
す
る
場
合

（
農
協
特
例
）

　

組
合
員
で
あ
る
生
産
者
の
農
畜
産
物
を

Ｊ
Ａ
が
①
無
条
件
委
託
方
式
に
よ
る
販
売

を
し
、
そ
の
代
金
を
②
共
同
計
算
方
式
に

よ
り
精
算
す
る
場
合
は
、
生
産
者
は
イ
ン

ボ
イ
ス
の
発
行
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
購
入
者
は
Ｊ
Ａ
が
発
行
す
る

書
類
に
よ
り
仕
入
税
額
控
除
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
生
産
者
が
登
録
事
業
者
で
あ
る

か
な
い
か
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。《
➡
お

か
ら
く
へ
生
乳
を
出
荷
す
る
場
合
が
該
当

し
ま
す
》

⑵
Ｊ
Ａ
で
委
託
販
売
す
る
場
合

（
媒
介
者
交
付
特
例
）

　

委
託
販
売
で
あ
っ
て
も
、
無
条
件
委
託

方
式
お
よ
び
共
同
計
算
方
式
で
な
い
場
合

は
、
農
協
特
例
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

出
荷
者
が
登
録
事
業
者
の
場
合
は
Ｊ
Ａ
が

出
荷
者
に
代
わ
り
イ
ン
ボ
イ
ス
を
購
入
者

に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。《
➡
お

か
ら
く
に
子
牛
の
販
売
を
委
託
す
る
場
合

が
該
当
し
ま
す
》

⑶
業
者
等
に
直
接
販
売
す
る
場
合

　

Ｊ
Ａ
等
を
通
じ
た
委
託
販
売
で
は
な

く
、
業
者
に
直
接
販
売
す
る
場
合
は
、
先

方
よ
り
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
を
求
め
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
登
録
事
業
者
で

な
い
場
合
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
難
色
を
示
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。《
➡
お
か
ら
く
が

子
牛
を
買
い
取
る
場
合
も
該
当
し
ま
す
》

３
．農
業
用
資
材
等
を
購
入
す
る
場
合

　

課
税
事
業
者
で
あ
る
生
産
者
が
資
材
等

を
購
入
し
、
そ
れ
ら
を
仕
入
税
額
控
除
の

対
象
と
す
る
た
め
に
は
、
取
引
先
が
発
行

し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
を
受
領
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
先
方
に
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発

行
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
簡
易
課

税
で
仕
入
税
額
控
除
を
計
算
す
る
場
合

は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
は
不
要
で
す
。《
➡
お

か
ら
く
は
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
》

４
．登
録
申
請

　

登
録
事
業
者
に
な
る
た
め
に
は
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
開
始
前
ま
で
に
『
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
登
録
申
請
書
』
で
税
務
署

に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
登
録
通
知
ま
で

ｅ
─
Ｔ
ａ
ｘ
申
請
で
約
３
週
間
、
書
面
申

請
で
約
２
ヶ
月
を
要
し
ま
す
。

　

登
録
通
知
が
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
ま

で
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
登
録

を
申
請
中
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
暫
定
的

な
請
求
書
を
交
付
す
る
こ
と
で
対
応
で
き

ま
す
。（
登
録
後
に
正
式
に
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
し
ま
す
）

５
．経
過
措
置

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
後
６
年
間
は
、

免
税
事
業
者
・
登
録
事
業
者
で
な
い
課
税

事
業
者
か
ら
の
課
税
仕
入
れ
も
、
仕
入
額

相
当
額
の
一
定
割
合
を
仕
入
税
額
と
し
て

控
除
で
き
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。
令

和
８
年
９
月
末
ま
で
は
８
割
、
令
和
８
年

10
月
１
日
か
ら
令
和
11
年
９
月
末
ま
で
は

５
割
が
控
除
で
き
ま
す
。
令
和
11
年
10
月

１
日
以
降
は
控
除
不
可
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
少
額
特
例
」
と
し
て
、
令
和

11
年
９
月
末
ま
で
は
、
基
準
期
間
（
原
則

２
年
前
）
の
課
税
売
上
高
が
１
億
円
以
下

の
事
業
者
の
場
合
、
１
万
円
（
税
込
）
未

満
の
課
税
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ボ

イ
ス
が
な
く
て
も
仕
入
税
額
控
除
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

６
．そ
の
他

　

２
⑵
の
媒
介
者
交
付
特
例
な
ど
を
円
滑

に
行
う
た
め
に
、
お
か
ら
く
で
は
組
合
員

の
皆
さ
ん
の
登
録
番
号
の
聞
き
取
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
総
務
部
）
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　関東ではネズミが大量発生しており、ごみ収集場所を荒らしているという報道がありまし
たが、全国的にもネズミ被害は増加傾向にあるようです。これは新型コロナ感染症流行によ
り廃業した飲食店が多くあったのも要因の一つと考えられています。
　酪農業界でも最近、ネズミによる被害が増加傾向にあります。配線をかじってショートし
て、ミルカーやバルクの基盤交換、生乳の廃棄、さらには漏電による火災にも発展する恐れ
があります。
　また、害獣の侵入は飼料や敷料の上に糞や尿をまき散らし伝染病を誘発する原因にもな
り、経営自体が危ぶまれることにもなります。日頃から、整理整頓に努め、牛舎内、処理室、
飼料保管場所等、常に衛生的に保つことが大切です。
　牛舎は構造上、害虫や害獣、害鳥の侵入を完全に防ぐことは難しいですが、不用意に害生
物が侵入したり発生したりしないよう心掛け、牛舎内の変化に敏感に対応するようにしま
しょう。
【管理基準】

１．牛舎の給餌設備、給水施設および飼料の保管場所にペット、ねずみや野鳥等の動物の
排泄物等が混入しないようにする。

【管理基準に沿った作業手順】
　１．害虫や害獣の侵入を防ぐ。
　　・牛舎の扉を整備し、窓や棟開口部にネット等を設置し、また農場周辺にはネットフェ

ンス等を設ける
　　・牛舎内の野鳥の巣を除去する
　　・ネズミの出入口となる穴を塞ぎ、通路を遮断する
　　・ネズミが夜間行動した痕跡であるラットサイン（かじり跡、糞、歩き跡、臭い等）を

確認する
　　・ネズミの餌となる飼料残渣、生乳、生ごみ等を除去する
　　・巣づくりの材料となる布切れ、紙類、藁等を放置しない
　　・ネズミの通路を特定し、捕獲用わな（籠わな、弾きわな、粘着紙等）設置
　　　なお、通路の特定が困難な場合は壁沿いに設置する
　　・後産（胎盤）は焼却または埋却処分（野生動物が掘
　　　り返さない充分な深さ）する
　２．動物の排泄物等の混入を防ぐ。
　　・衛生管理区域内ではペットを飼養しない
　　・給餌の際には飼槽を確認し、排泄物等あった場合は
　　　取り除く
　　・普段から飼槽等の給餌設備やウォーターカップ等の
　　　給水設備を清掃する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事業本部）

害虫・害獣動物駆除について
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岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟　

第
22
回
通
常
総
会
開
催

　

７
月
７
日
、岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟（
委

員
長　

三
宅
穣
次
）
は
、「
第
22
回
通
常

総
会
」
を
お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
３
階
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
代
議
員
制
度
に
よ
る
会
員
64

名
が
出
席
し
、「
生
産
者
乳
価
値
上
げ
の

獲
得
」
や
「
生
乳
の
需
給
緩
和
防
止
へ
の

対
策
」
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
三
宅
委
員
長
は
「
す
べ

て
の
要
請
が
実
現
し
た
わ
け
で
な
く
、
離

農
者
も
出
た
が
、
最
低
限
の
支
援
は
い
た

だ
け
た
。
今
年
度
も
要
請
活
動
を
行
い
、

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
来
年
度
の
総
会

は
笑
顔
で
迎
え
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

ご
来
賓
の
方
々
よ
り
、
次
の
よ
う
な
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
平
沼
正
二
郎
衆
議
院
議
員

酪
農
家
の
皆
様
が
、
将
来
を
見
据
え
た

経
営
に
携
わ
れ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
消
費

者
が
安
心
し
て
牛
乳
を
飲
め
る
体
制
づ

く
り
を
共
に
進
め
て
い
き
た
い
。

・
あ
べ
俊
子
衆
議
院
議
員

皆
さ
ん
が
辛
い
思
い
を
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
地
域
に
根

差
し
た
酪
農
政
策
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

・
小
林
義
明
岡
山
県
議
会
議
員

　

畜
産
振
興
議
員
連
盟
会
長

県
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
全
て
や
る
覚

悟
で
い
る
。
前
向
き
に
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
植
野
光
雄
中
国
生
乳
販
連
常
務

今
年
度
の
年
末
年
始
の
不
需
要
期
を
混

乱
な
く
乗
り
越
え
る
見
通
し
が
付
け
ば

乳
価
交
渉
の
環
境
は
整
え
ら
れ
る
。
政

治
活
動
を
通
し
て
、
情
況
が
変
わ
る
ま

で
踏
ん
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
長
恒
泰
治
お
か
や
ま
酪
農
協
組
合
長

政
治
連
盟
は
、
国
策
、
農
業
政
策
の
位

置
付
け
を
検
証
し
、
そ
の
方
向
性
を
見

定
め
る
組
織
。
政
策
活
動
に
先
ん
じ
た

活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

書
面
の
関
係
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
国
会
議
員
秘
書
の
皆
様
に
も
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
美
作
支
部
の
福
田
博

文
さ
ん
を
選
出
し
、
令
和
４
年
度
の
運
動

報
告
と
収
支
決
算
、
規
約
の
一
部
変
更
、

令
和
５
年
度
の
運
動
方
針
と
収
支
予
算

案
、
会
費
賦
課
徴
収
の
件
、
役
員
手
当
支

給
に
関
す
る
件
の
議
案
は
代
議
員
の
皆
様

に
よ
る
慎
重
審
議
の
も
と
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件
で

は
、
備
前
支
部
の
山
本
一
司
さ
ん
、
備
南

支
部
の
東
山
大
介
さ
ん
、
備
北
支
部
の
三

宅
穣
次
さ
ん
、
美
作
支
部
の
小
村
雅
紀
さ

ん
の
選
出
を
承
認
。
委
員
の
互
選
で
三
宅

穣
次
さ
ん
が
委
員
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
宅
穣
次
さ
ん
は
中
央
委
員
に
も

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採

択
で
は
、
美
作
支
部　

立
田
豊
常
さ
ん
に

お
願
い
し
全
員
起
立
し
、
力
強
く
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
唱
和
し
ま
し
た
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

・
指
定
団
体
制
度
機
能
・
役
割
の
維
持
と

酪
農
生
産
基
盤
の
維
持
対
策
を
強
化
し

よ
う

・
飼
料
価
格
安
定
対
策
と
農
地
直
接
支
払

制
度
の
拡
充
を
図
ろ
う

・
良
質
乳
の
生
産
と
牛
乳
・
乳
製
品
の
消

費
拡
大
と
理
解
醸
成
を
図
ろ
う

・
世
界
情
勢
に
左
右
さ
れ
な
い
自
給
飼
料

生
産
を
拡
大
し
経
営
安
定
化
を
図
ろ
う

・
食
を
守
れ
な
い
国
に
未
来
は
な
い
。
国

土
保
全
・
多
面
的
機
能
を
持
つ
酪
農
を

守
ろ
う

・
酪
農
経
営
安
定
の
た
め
要
請
活
動
の
一

層
の
強
化
を
図
ろ
う

　

今
後
、
会
員
皆
様
の
貴
重
な
意
見
、
要

望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
国
・
県
に
要
請

活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
事
務
局
）
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女
性
部
全
体
交
流
会

　

７
月
５
日
、「
第
15
回
お
か
ら
く
女
性

部
全
体
交
流
会
」
を
ホ
テ
ル　

グ
ラ
ン
・

コ
コ
エ
倉
敷
に
お
い
て
開
催
し
、
県
下
か

ら
42
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
岡
山
東
中
央
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
理
学
療
法
士

木
村
聡
美
先
生
を
講
師
に
迎
え
「
か
ら
だ

を
動
か
そ
う
！
腰
痛
予
防
と
簡
単
ス
ト

レ
ッ
チ
」と
題
し
て
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
本
人
の
腰
痛
人
口
は
約
３
０
０
０
万

人
で
40
代
か
ら
60
代
に
特
に
多
く
、
２
人

に
１
人
は
腰
痛
も
ち
と
い
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
特
に
女
性
は
年
齢
に
よ
る
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
動
が
大
き
く
、
年
齢

が
進
む
と
共
に
骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
骨

密
度
の
低
下
や
骨
質
の
悪
化
な
ど
の
要
因

も
あ
り
、
肩
こ
り
や
腰
痛
の
症
状
が
出
て

き
ま
す
。

　

腰
へ
の
負
担
を
減
ら
す
コ
ツ
と
し
て

は
、
物
を
持
ち
上
げ
る
時
は
前
屈
み
に
な

る
の
で
は
な
く
、
し
ゃ
が
ん
で
荷
物
へ
体

を
近
づ
け
る
、
長
時
間
立
ち
作
業
を
す
る

と
き
は
、
片
方
の
足
を
１
歩
前
に
低
い
踏

み
台
な
ど
に
乗
せ
る
だ
け
で
も
負
担
が
減

ら
せ
る
そ
う
で
す
。

　

ち
な
み
に
職
場
で
持
ち
運
べ
る
荷
物
の

重
量
に
は
制
限
が
あ
り
、
女
性
は
体
重
の

24
％
以
下
か
つ
20
㎏
未
満
を
推
奨
し
、
体

重
60
㎏
の
女
性
が
運
べ
る
荷
物
の
重
量
は

最
大
で
14
・
４
㎏
（
推
奨
）
だ
そ
う
で
す
。

　

お
話
を
聞
い
た
後
は
、
実
際
に
体
を
動

か
し
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
、
今
の
状
態
で

ど
の
程
度
体
が
動
く
か
、
椅
子
に
座
っ
た

状
態
で
手
足
を
動
か
し
て
み
る
と
、
腰
や

膝
の
痛
み
・
肩
こ
り
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

方
が
多
く
、「
あ
痛
た
た
た
…
」
と
の
声

が
聞
こ
え
、「
無
理
の
な
い
範
囲
で
動
か

し
て
く
だ
さ
い

ね
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
い
た
だ
き
な
が

ら
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
先
生
の
指

導
を
受
け
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
と

体
を
ほ
ぐ
す
よ
う

に
ス
ト
レ
ッ
チ
を

行
い
ま
し
た
。
肩

や
腰
と
は
全
く
関

係
が
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
が
、

“
目
”
の
運
動
を

す
る
だ
け
で
も
効

果
が
あ
る
そ
う
で

す
。
大
き
な
動
き

を
し
た
わ
け
で
は

な
い
の
に
、
研
修

会
の
終
わ
り
頃
に

は
、
少
し
体
が
軽

く
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　

女
性
が
心
身
と

も
に
健
康
で
元
気

で
い
る
こ
と
で
家
庭
内
も
明
る
く
な
り
ま

す
。
女
性
部
の
活
動
を
通
し
て
交
流
を
深

め
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
、
ま
た
明
日
か

ら
も
頑
張
ろ
う
！
と
元
気
に
な
る
よ
う
な

活
動
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）

懇親会のようす（牛乳で乾杯！）

座ってできる腰痛予防体操

普段どんな姿勢で過ごしていますか？

壁から少しはなれた場所からゆっくりと下がり、壁に着いた時に体の
どの部分が壁に着きますか？

① ② ③ ④
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中
国
地
区
酪
農
政
治
連
盟
協
議
会

通
常
総
会
開
催

び
ほ
く
酪
農
組
合
・

酪
政
連
備
北
支
部
総
会
を
開
催

　

７
月
５
日
、
中
国
地
区
酪
農
政
治
連
盟

協
議
会
（
委
員
長　

三
宅
穣
次
）
は
、
中

国
５
県
か
ら
代
議
員
を
参
集
し
「
通
常
総

会
」
を
岡
山
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

開
催
し
ま
し
た
。

　

三
宅
委
員
長
は
開
会
に
あ
た
り
、
来
賓

の
方
々
に
謝
辞
を
述
べ
、「
国
か
ら
の
支

援
に
感
謝
す
る
一
方
、
日
本
酪
農
政
治
連

盟
委
員
と
要
請
内
容
に
は
温
度
差
を
感
じ

る
。
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
が
声
を
一
つ
に
し
て

中
央
へ
要
請
を
届
け
た
い
。
ま
た
、
選
挙

制
度
改
正
で
中
国
地
区
小
選
挙
区
は
議
員

定
数
が
３
議
席
減
る
の
で
、
比
例
区
に
お

い
て
も
協
力
を
強
く
お
願
い
す
る
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
小
野
田
紀
美
参
議
院
議
員
か
ら

「
酪
農
や
農
業
に
対
す
る
国
の
施
策
は
、

と
り
あ
え
ず
の
対
応
で
将
来
が
見
え
て
こ

な
い
。
中
長
期
を
見
据
え
た
施
策
が
必

要
。
ま
た
、
地
方
の
声
を
中
央
へ
届
け
る

た
め
に
も
、
新
た
な
選
挙
制
度
で
は
比
例

区
で
も
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
国
生
乳
販
売
農
業
協
同
組

合
連
合
会
会
長
の
長
恒
泰
治
様
を
は
じ

め
、
岡
山
県
選
出
の
衆
議
院
議
員
秘
書
の

方
々
、
日
本
酪
農
政
治
連
盟
事
務
局
長
の

石
本
文
樹
様
、
中
国
生
乳
販
売
農
業
協
同

組
合
連
合
会
常
務
理
事
の
植
野
光
雄
様
に

　

７
月
10
日
、「
び
ほ
く
酪
農
組
合
及
び

酪
農
政
治
連
盟
備
北
支
部
の
定
期
総
会
」

を
高
梁
市
松
原
の
神
原
荘
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

組
合
員
14
名（
21
名
中
）が
出
席
さ
れ
、

ま
た
18
名
の
来
賓
の
皆
様
に
も
ご
臨
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

び
ほ
く
酪
農
組
合
総
会
は
、
鍋
島
組
合

長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
高
梁
市
農
林
課
課

長　

田
中
様
、
岡
山
県
備
前
県
民
局
総
括

は
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
臨
席

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た
三
宅

委
員
長
の
ス
ム
ー
ズ
な
議
事
進
行
で
、「
令

和
４
年
度
の
事
業
報
告
」、「
令
和
５
年
度

の
運
動
方
針
と
収
支
予
算
案
」、「
令
和
５

年
度
賦
課
金
の
件
」、「
規
約
改
定
」
の
４

議
案
が
、
代
議
員
の
皆
様
の
慎
重
審
議
の

も
と
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
国
生
乳
販
売
農
業
協
同
組

合
連
合
会
の
植
野
常
務
理
事
を
講
師
に
、

「
最
近
の
生
乳
需
給
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ

い
て
」
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
酪
農
政
治
連
盟
の
石
本
事

務
局
長
に
よ
る
酪
農
政
策
、
予
算
確
保
に

関
す
る
要
請
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
で

は
、
駆
け
付
け
て
い
た
だ
い
た
逢
沢
一
郎

衆
議
院
議
員
と
石
井
正
弘
参
議
院
議
員
か

ら
国
政
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
参
加
者

は
酪
農
の
現
状
や
情
報
に
つ
い
て
、
予
定

時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
有
意
義
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
、
中
国
地
区
の
会
員
皆
様

の
意
見
、要
望
を
い
た
だ
き
、一
丸
と
な
っ

て
活
発
な
酪
政
連
運
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

（
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
事
務
局
）

副
参
事
内
田
様
、
お
か
や
ま
酪
農
協
専
務

檜
尾
様
、
全
酪
連
中
四
国
事
務
所
所
長

瀧
本
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
、
第
１
号
議
案
か
ら

第
３
号
議
案
ま
で
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
開
催
し
た
酪
農
政
治
連
盟
備

北
支
部
総
会
は
三
宅
支
部
長
の
挨
拶
で
開

催
さ
れ
、
岡
山
県
議
会
議
員
岡
山
県
畜
産

振
興
議
員
連
盟
会
長　

小
林
様
よ
り
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
、
第
１
号
議
案
か
ら

第
４
号
議
案
ま
で
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
来
賓
の
方
々
を
交
え

懇
親
会
を
開
催
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
忙
の
中

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
来
賓
、
組
合
員

の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
び
ほ
く
地
区
良
質
乳
表
彰

（
総
合
評
価
成
績
順
）

・
最
優
秀
賞　

鈴
村　

久
治
さ
ん

・
優
秀
賞　

上
森　
　

亨
さ
ん

・
優
秀
賞　

三
上　

隆
久
さ
ん

・
努
力
賞　

中
山　
　

徹
さ
ん

・
努
力
賞　

藤
原　

完
治
さ
ん

（
び
ほ
く
事
務
所
）
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お
か
や
ま
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会

令
和
５
年
度
通
常
総
会
開
催

ま
き
ば
の
館
夏
の
体
験
教
室

　

７
月
14
日
、
お
か
や
ま
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

改
良
同
志
会
（
会
長　

山
本
真
五
）
は
、

「
令
和
５
年
度
通
常
総
会
」
を
岡
山
市
北

区
建
部
町
の
た
け
べ
八
幡
温
泉
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
会
員
数
12
名
（
会
員
数
60
名
）、

来
賓
に
岡
山
県
よ
り
畜
産
課
総
括
参
事　

池
田
克
美
様
を
は
じ
め
３
名
、
岡
山
種
雄

牛
セ
ン
タ
ー
よ
り
水
野
賢
一
業
務
課
長
代

理
、
お
か
や
ま
酪
農
協　

長
恒
泰
治
組
合

長
を
お
招
き
し
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
津
山
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志

会
の
佐
賀
大
晃
さ
ん
を
選
出
し
、
書
記
は

生
産
支
援
課
の
遠
藤
健
嗣
さ
ん
が
務
め
ま

　

７
月
22
日
、
ま
き
ば
の
館
で
夏
の
体
験

教
室
（
牛
の
絵
画
大
会
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
作
り
体
験
）
を
開
催
し
、
県
内
各
地
の

小
学
生
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
普
段
は
見
る
機
会
の
少
な

い
牛
を
間
近
で
見
な
が
ら
、
絵
の
具
や
色

鉛
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
を
使
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

描
き
終
え
る
と
、
完
成
し
た
絵
を
持
っ

て
、
牛
と
の
記
念
撮
影
も
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
牛
が
大
き
く
て
迫

力
が
あ
っ
た
」「
夏
休
み
の
宿
題
が
一
つ

終
わ
っ
て
嬉
し
い
」「
牛
乳
大
好
き
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
し
た
い
」
な
ど
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

絵
画
大
会
の
後
に
は
、
乳
肉
加
工
棟
に

新
設
さ
れ
た
体
験
ル
ー
ム
に
て
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
作
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

暑
い
中
で
一
生
懸
命
絵
を
描
い
た
後
の

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
は
非
常
に
盛
り
上

が
り
を
見
せ
、
体
験
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

夏
休
み
の
思
い
出
作
り
に
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
ま
き
ば
の
館
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

（
岡
山
県 
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

畜
産
研
究
所
）

し
た
。
第
16
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
に
向
け
た
取
り
組
み
の
中
で
、
あ
る

出
席
者
か
ら
は
同
志
会
員
だ
け
で
な
く
会

員
以
外
に
も
目
を
向
け
た
取
り
組
み
の
必

要
性
を
意
見
と
し
て
出
さ
れ
、
現
在
の
酪

農
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
に
お
い
て
も

同
志
会
員
が
先
頭
を
切
っ
て
行
動
し
て
い

こ
う
と
い
う
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
も
総
会
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
各
関
係
機
関
の
皆
様

の
ご
協
力
な
し
に
は
で
き
な
い
こ
と
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
お

礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）

お
か
や
ま
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
総
会
開
催

　

７
月
18
日
、「
お
か
や
ま
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
組
合
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
慎
重
な

審
議
の
う
え
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
充
実
と
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
改
選

組
合
長　

佐
賀　

勲
さ
ん（
津
山
地
区
）

副
組
合
長　

藤
本　

実
さ
ん（
西
大
寺
地
区
）

　
　
　
　
　

立
田
豊
常
さ
ん（
蒜
山
地
区
）

監　
　

事　

宗
田
直
樹
さ
ん（
備
南
地
区
）

　
　
　
　
　

廣
金
良
昭
さ
ん（
び
ほ
く
地
区
）

（
生
産
支
援
課
）新組合長の佐賀勲さん

絵画大会のようす
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

皆
さ
ん
は
「
サ
活
」
と
い
う
言
葉
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。「
サ
活
」と
は「
サ

ウ
ナ
活
動
」
の
略
語
で
す
。
ま
た
、
サ

ウ
ナ
に
入
る
こ
と
だ
け
で
な
く
定
期
的

に
サ
ウ
ナ
に
通
い
、
サ
ウ
ナ
→
水
風
呂

→
外
気
浴
を
繰
り
返
す「
温
冷
交
代
浴
」

を
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
私
は
週
に

２
回
サ
ウ
ナ
を
利
用
す
る「
サ
ウ
ナ
ー
」

で
す
。
今
回
は
サ
ウ
ナ
の
良
さ
や
入
浴

方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
般
的
に
サ
ウ
ナ
の
効
果
と
し
て
、

血
行
促
進
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
、
快
眠

効
果
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
サ
ウ

ナ
に
入
る
と
大
量
に
汗
を
か
く
た
め
、

汗
と
共
に
老
廃
物
や
汚
れ
が
排
出
さ

れ
、
肌
荒
れ
の
改
善
に
も
良
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
私
が
サ
ウ
ナ
を
利
用
す
る
理

由
の
一
つ
に
精
神
面
の
安
定
が
あ
り
ま

す
。「
サ
活
」
中
は
、
自
分
の
呼
吸
や

脈
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
以

外
は
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
外
気

浴
中
に
今
ま
で
何
を
考
え
て
い
た
の
か

を
思
い
返
す
こ
と
で
自
分
を
客
観
視
で

き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
考
え
て
い
た
こ
と

や
抱
え
て
い
た
不
安
に
対
し
て
真
摯
に

向
き
合
う
こ
と
が
で
き
、
気
持
ち
が
前

向
き
に
な
り
ま
す
。

　

サ
ウ
ナ
は
好
き
嫌
い
や
慣
れ
の
部
分

も
あ
る
た
め
明
確
に
正
し
い
と
い
う
入

浴
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ウ
ナ
前
に

は
体
を
洗
い
、
水
分
補
給
に
十
分
気
を

つ
け
る
こ
と
、
自
分
の
体
調
や
気
分
に

合
わ
せ
て
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
、
利

用
す
る
入
浴
施
設
の
マ
ナ
ー
を
守
る
こ

と
を
除
け
ば
入
浴
方
法
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。（
図
に
大
体
の
目
安
時
間
を
記

載
し
て
お
り
ま
す
）
ま
た
高
血
圧
や
低

血
圧
の
方
、
持
病
を
お
持
ち
の
方
は
医

師
の
指
示
に
従
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
Ｌ
ｅ
ｔ
，ｓ　

サ

ウ
ナ
！
入
浴
後
は
腰
に
手
を
当
て
牛
乳

を
！

サ
活

生
産
支
援
課　

遠
藤　

健
嗣

牛
の
御
霊
を
祀
る

　

6
月
30
日
、
お
か
や
ま
酪
農
協
の
鎮
魂

碑
の
前
で
「
畜
魂
祭
」
を
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

津
山
市
一
宮
の
中
山
神
社
の
横
林
神
職

を
お
迎
え
し
、
お
か
や
ま
酪
農
協
役
職
員

を
は
じ
め
、
オ
カ
ラ
ク
ミ
ー
ト
㈱
の
出
席

を
い
た
だ
き
、
数
々
の
牛
の
御
霊
を
鎮
め

る
た
め
、
お
祓
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
牛

の
御
霊
に
感
謝
を
い
た
し
ま
し
た
。

（
流
通
課
）

5～15分

2～5分3～10分

温冷交代浴の図

122023.8月号 2023.8月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



事

報

理

会

告

　

令
和
５
年
６
月
30
日
、
第
２
７
３
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
５
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
５
年
度
５
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
定
例
監
事
監
査
の
結
果
に
対
す
る
回
答

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
決
算
に
係
る
監
事
監
査
報

告
に
対
す
る
回
答
を
監
事
に
報
告
し
た
。

○
第
11
回
臨
時
総
会
提
出
資
料
に
つ
い
て

　

７
月
21
日
開
催
す
る
第
11
回
臨
時
総
会

に
お
け
る
提
出
議
案
を
決
定
し
た
。

○
職
員
の
定
期
昇
給
及
び
夏
季
手
当
に
つ

い
て

　

令
和
５
年
度
職
員
の
定
期
昇
給
及
び
夏

季
手
当
の
支
給
を
決
定
し
た
。

○
き
び
じ
酪
農
運
輸
の
要
請
の
対
応
に
つ

い
て

　

き
び
じ
酪
農
運
輸
の
要
請
に
つ
い
て
協

議
し
、
対
応
内
容
を
確
認
し
た
。

○
電
磁
流
量
計
及
び
サ
ン
プ
ラ
ー
の
発
注

等
に
つ
い
て

　

12
月
納
車
予
定
の
集
乳
車
に
電
磁
流
量

計
及
び
サ
ン
プ
ラ
ー
の
導
入
が
必
要
な
た

め
、購
入
に
つ
い
て
協
議
し
、承
認
し
た
。

○
理
事
会
議
事
録
の
閲
覧
・
謄
写
仮
処
分

命
令
申
立
に
つ
い
て

　

理
事
会
議
事
録
の
閲
覧
・
謄
写
仮
処
分

命
令
の
内
容
を
確
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

優良賞　岡山県立倉敷翠松高等学校１年　水野遥音さんのアイデアレシピ
★材　料（４人分）
　牛乳……………………460㎖
　酒………………………大さじ２
　鶏ガラスープの素……大さじ２
　オイスターソース……大さじ１
　片栗粉…………………大さじ２
　かにかま………………75ｇ
　ぶなしめじ……………1/2房
　にんじん………………90ｇ
　たまねぎ………………130ｇ
　チャーシュー…………150ｇ
　たまご（Mサイズ）……２個
　ご飯……………………800ｇ
　カットねぎ……………適量
　油………………………大さじ１
　塩こしょう……………少々
　にんにくチューブ……１㎝
　生姜チューブ…………１㎝
　しょうゆ………………小さじ２

★作り方
【ミルクあん】
①ぶなしめじは石づきをとり、小房に分ける。かに
かまは縦に半分に裂いておく。
②鍋に牛乳400㎖・酒・鶏ガラスープの素大さじ
１・オイスターソースを入れて沸騰させる。沸騰
したら、ぶなしめじ・かにかまを入れて煮立たせ
る。
③牛乳60㎖に片栗粉を溶いたものを①の鍋に加え、
とろみがついたら火を止める。

【チャーハン】
①にんじんとチャーシューをさいの目切り、たまね
ぎを角切りにする。熱したフライパンに油を入れ、
にんじん・チャーシュー・たまねぎを入れる。た
まねぎの色がかわるまで中火で炒める。
②ご飯を一気に入れ、強火で炒める。溶きたまごを
加え、ご飯に絡めるようにして炒める。
③中火にして、にんにくチューブ・生姜チューブ・
鶏ガラスープの素大さじ１・しょうゆを加え、全
体になじむように炒める。火を止めて、塩こしょ
うをふり、軽く混ぜる。
④ミルクあん、チャーハンの順に皿に盛る。カット
ねぎを散らして出来上がり。

ミルクあんかけチャーハン
令和４年度牛乳・乳製品利用料理コンクール岡山県大会

人　
　

事

退　

職

（
令
和
５
年
７
月
31
日
付
）

　

池
田　

吏
絵
（
事
業
本
部
流
通
課
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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生乳販売量（令和5年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和5年度）生乳販売量（令和4年度） 購買取扱数量（令和4年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

６

６
４～６

４～６
６

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５７９,４３０
１,７７４,７０４

７,８３７
２４,６６０
３３５,１０７

,

２９６,７９２
８７５,７１９
７,５８２
２３,２２６
７０,３３４

１４２,９５７
４６９,１２４

１８０
１,１３１

１２９,６８５

１３９,６８１
４２９,８６２

７５
３０３

１３５,０８８

95.5 
95.2 
96.0 
96.3 
96.4 

95.1 
95.5 
96.3 
97.1 
96.6 

95.9 
92.8 
84.5 
82.7 
97.0 

96.0 
97.3 
96.2 
91.5 
95.9 

5,594
5,370

7,831

8,168

　

７
月
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
な
暑
熱
期
と
な
り
需
要
に
懸
念
は
あ
っ
た
も
の
の
、
値

頃
感
か
ら
一
定
の
引
き
合
い
は
見
ら
れ
た
こ
と
で
、平
均
価
格
は
税
込
44
万
４
千
円
（
前

月
比
５
千
円
高
）
と
保
ち
合
い
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

８
月
に
つ
い
て
は
、
秋
分
娩
中
心
の
取
引
と
な
り
８
月
か
ら
の
飲
用
乳
価
値
上
げ
は

好
材
料
で
あ
る
も
の
の
、
生
乳
需
給
は
予
想
が
難
し
く
、
生
産
費
の
高
止
ま
り
や
猛
暑

が
長
引
く
懸
念
も
あ
り
、
相
場
は
保
ち
合
い
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
８月

２日　備南地区女性部ルピナス会

　　　フレッシュミズ研修会

３日　備南青年部交流会

24日　管理職会議

31日　理事会

９月

７日　蒜山地区全体交流会

16日　津山事務所乳牛共進会

20日　管理職会議

21日　蒜山地区乳牛共進会

26日　牛乳大好き絵画コンクール審査会

27日　牛乳・乳製品利用料理コンクール

審査会

29日　理事会
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